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衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
吉
田
昌
郎
・
元
福
島
第
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原
子
力
発
電
所
所
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に
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対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

吉
田
昌
郎
氏
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
時
点
に
お
い
て
、
東
京
電
力
株
式
会
社
の
社
員
で
あ
り
、
東
京
電
力
株
式

会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
長
で
あ
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事

故
調
査
・
検
証
委
員
会
（
以
下
「
政
府
事
故
調
査
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
及
び
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
の
原
因
及
び
当
該
事
故
に
よ
る
被
害
の
原
因
を
究
明
す
る
た
め
の
調
査
・

検
証
を
行
う
た
め
、
同
氏
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
同
氏
に
つ
い
て
は
、
政
府
事
故
調
査
委
員

会
が
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日
に
取
り
ま
と
め
た
最
終
報
告
書
に
お
い
て
、
「
福
島
第
一
原
発
に
お
け
る
現
場
対
応
の

責
任
者
」
と
さ
れ
て
い
る
。

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
か
ら

政
府
事
故
調
査
委
員
会
に
対
し
、
吉
田
昌
郎
氏
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
の
提
出
に
つ
い
て
依
頼
が
な
さ
れ
た
際
、
同
氏
か

一



ら
、
記
憶
の
混
同
等
に
よ
る
事
実
誤
認
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
内
容
の
全
て
が
あ
た
か
も
事
実
で
あ
っ
た
と
の

誤
解
を
招
く
こ
と
等
が
危
惧
さ
れ
、
第
三
者
に
向
け
て
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
望
ま
な
い
旨
の
意
思
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
た

こ
と
等
か
ら
、
当
該
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
は
公
開
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二


